
 

福島県の復興を支援する共同宣言 

 

平成２３年３月１１日、多くの尊い命が失われた東日本大震災の発生

から、約２年８ヶ月が経過しました。被災地では、復旧・復興に向けた

取組が懸命に進められていますが、生活の再建や産業の再生など、なお

険しい道のりの途上にあります。 

とりわけ、福島県においては、地震・津波による被害に加え、今もな

お、東京電力福島第一原子力発電所の事故に伴う原子力災害が収束せず、

約１４万人の県民が故郷を離れ、県内のみならず、全国各地で厳しい避

難生活を余儀なくされています。さらには県産品や観光に対する風評被

害など依然として深刻な問題が継続しています。 

これまでも、九都県市首脳会議を構成する都県市は、人的・物的支援、

第６回首都圏連合フォーラム宣言に基づく、積極的な特産品販売や観光

キャンペーンなど様々な形で支援を行ってきました。 

引き続き、九都県市首脳会議は連携して、福島県の復興を支援してい

きます。 
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